
伝え合おうよ、学校の未来を変えるヒント

第１回ＮＩＴＳ大賞
事例集
平成30年3月

第２回ＮＩＴＳ大賞の
募集要項は裏表紙へ



第１回NITS大賞（平成29年度）
発表会＆表彰式

目　的

応募から審査まで

日時：平成30年 2月2日（金曜日）13時30分～16時30分
場所：フクラシア丸の内オアゾ（東京都千代田区丸の内1-6 -5 丸の内北口ビルディング 15階）

独立行政法人教職員支援機構は、教員の資質能力の向上をミッションとし、教員の養成・採用・研修の一体的

改革を担う中核拠点としてさまざまな活動を行っています。全国の学校や教員に共通する課題は多く、それぞれ

の現場で取り組むだけではなく、互いにノウハウや経験を共有することによって、新たな発展が期待されます。

ＮＩＴＳ大賞では、優れた活動を表彰するとともに、事例集を作成し、全国の教育現場にフィードバックして、効

果的な活動の実践をサポートしてまいります。

独立行政法人 教職員支援機構　　理事長  髙岡信也

研修成果活用部門

部　門 対　象 実践活動の内容

多忙化改善部門

校内研修部門

教員のキャリアデザイン部門

当機構が主催する研修の修了者

教職大学院

研修で習得した知識やスキルを活用して、学校の課題を改善した活動

学校をとりまくステークホルダーの理解を得て、教職員の多忙化を改善した等の活動

校内研修が教員の資質向上に資した活動

教員のキャリアデザインにかかる活動（「NITSカフェ」等のセミナー開催を含む）

学 校
幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、
高等学校、中等教育学校、特別支援学校

28年10月1日から29年12月28日までに成果があがった実践活動、
または、平成28年10月1日以前から実施し、現在でも継続している活動。

１０６点
（研修成果活用部門：４３点、多忙化改善部門：１７点、校内研修部門：４０点、教員のキャリアデザイン部門：６点）
※すべての事例を閲覧できるよう、事例集としてウェブサイトへの掲載し、共有を図ります。

平成29年11月1日～平成30年1月10日

応募対象

応募期間

応 募 数

2月2日はNITS（ニッツ）の日
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審査～優秀賞などを決定

研修成果活用

研修成果の還元の工夫 ～動画教材をYouTubeで配信～

「折れないしなやかな心」の育て方
～学級活動（２）を中心としたレジリエンスを高める実践を通して～

「多忙感」から「充実感」のある職場へ
～子どもたちと向き合う時間を確保するための業務改善を通して～

「プロジェクト制度」で実現したワークシェアリング

シャドーイングの要素を入れた協働での指導案作成を
きっかけとした「教師」の成長支援

授業改善を通した学校組織力向上を図るアクションラーニング型校内研修
～行動【アクション】から学び、チーム学校をエンパワーメントする～

緊急時対応安全実地研修
～「気づき，考え，判断し，行動できる子の育成」をめざした安全教育～

小学校教諭と高校教諭による立ち合い授業で授業力について考える校内研修

子供と教職員を危機から守る学校マネジメント 

教職大学院と教育委員会の協働による
学校管理職養成のシステムとコンテンツの開発

ICTを活用した働き方改革「業務改善プロジェクト」
～「ペーパレス職員会議」による業務負担の軽減対策について～

教職大学院と教育委員会の連携・協働による教職キャリア形成、教職大学院
カリキュラムやミドルリーダー養成に貢献する現職教員研修プログラムの開発

福井県立丹生高等学校
山口明彦

鹿児島県南九州市立
松ヶ浦小学校　
内野裕太

静岡県立　
中央特別支援学校

学校法人
石川キンダー学園
城山みどり幼稚園

群馬県榛東村立　
榛東中学校

横浜市立　
緑園東小学校

和歌山県立　
田辺工業高等学校

京都市立　
養徳小学校

愛知県豊川市立　
国府小学校

東京都杉並区立
済美小学校 
竹内 明子 

京都市立
梅津小学校

山口大学教職大学院

岐阜大学教職大学院

多忙化改善作業時間４時間短縮
マークシートと採点ソフトを活用したミニテストの実施による教材研究時間の確保

研修成果活用

多忙化改善

多忙化改善

校内研修

教員のキャリアデザイン

教員のキャリアデザイン

①審査委員長のもと、審査団を構成。審査はいずれも、右記の５つの観点から行います。

②平成30年1月19日、一堂に会して議論形式で審査を行い、以下を選出。

１. 課題の重要性

優秀賞：10点

２. 汎用性 ３. 先進性 ４. 独創性 ５. 効果・影響度

上記の５つの審査基準をもとに、上位10点を表彰。

ミニッツ賞：数点 優秀賞にはいたらなかったものの、課題解決に向けて先進的と認められた取り組みを表彰。

NITSカフェ賞：1点
「ＮＩＴＳカフェ」は、教職大学院が中心となって、養成・研修を担う教職大学院、教育委員会などの専門の
教育関係者と、一般の現職教員、学校、地域、民間企業等が教員のキャリアデザインをテーマに語り合う参
加型のワークショップを支援する当機構の事業。その運営において特に優れた取り組みを表彰。

賞

優　

秀　

賞

ミ
ニ
ッ
ツ
賞

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

カ
フ
ェ
賞

部　門 活　動　名 エントリー名
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優秀賞の活動発表

大賞選出審査会 大賞の発表・表彰式

研修成果活用部門 多忙化改善部門

校内研修部門 教員のキャリアデザイン部門

研修成果活用部門

福井県立丹生高等学校 山口明彦校長

研修成果の還元の工夫
～動画教材をYouTubeで配信～

第１回ＮＩＴＳ大賞

大 賞

「
」

優
秀
賞
10
点
か
ら
、大
賞
を
１
点
を
選
出

原研哉氏デザインの
トロフィーを授与

大賞、優秀賞、ミニッツ賞、ＮＩＴＳカフェ賞の受賞者と、審査員、髙岡理事長、髙口理事

「校長研修で学んだことを若い先生にも
伝えたくて、研修資料を動画教材にして
YouTubeで配信しました。インターネッ
トで若い先生もベテランの先生も映像を
活用する時代なのでは？と思います」と
大賞を受賞した山口校長

１０名が５分のプレゼンテーションを行いました。スライドを巧みに使ってアイデアのポイントを可視化し、
事例等を交えて説明することによって、イメージを明確に伝えました。活動発表動画は下記で公開しています。
http://www.nits.go.jp/education/grand_prize/outline/

福井県立丹生高等学校
山口明彦校長

京都市立
養徳小学校

別井 真一 指導教諭

横浜市立
緑園東小学校
尾澤 知典 教諭

和歌山県立
田辺工業高等学校
阪本 貴弘 教諭

愛知県豊川市立
国府小学校
川合 賢典 教諭

岐阜大学教職大学院
平澤 紀子 教授

鹿児島県南九州市立
松ヶ浦小学校
内野 裕太 教諭

学校法人石川キンダー学園
城山みどり幼稚園
大久保 麻彩 教諭

静岡県立
中央特別支援学校
秋本 公志 教諭

群馬県
榛東村立榛東中学校
野口 賢太郎 教諭
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審査の公表

優秀賞の10点はいずれも、学校が抱える課題などの解決に向けたプロセスと手続きが明確で、創意工夫があり、期待さ

れる効果も大きく、他の学校や地域での汎用性も高いものでした。今後も活動を積み重ねながら、さらなる成果を築いて

いかれるよう、期待しています。そして、地域の他の学校にも広げて、効果的な活動の実践を共有していただきたいと存じ

ます。機構としても、事例集を全国の教育現場にフィードバックし、学校での取り組みを支援してまいります。

｠

なお、エントリーシートを拝見すると、受賞を逃がした中にも、他校の取り組みに参考となるヒントやアイデアがたくさん

含まれておりました。引き続き、学校の抱える課題解決に、

そして学校教育の一層の充実・発展に向けて取り組まれることを期待しております。

審査委員長   国士舘大学 北神正行教授

学校現場はなかなか変えられないことも多いですが、優秀賞の10の活動は、いずれも効果が期待できる取り組みだと感

じました。特に、大賞については、子どもたちのためなら多大な努力も惜しまない先生たちが、自分たちの研修資料を共有

することについてはあまり手間をかけたがらない、という現状を見直すきっかけになったと思います。まだまだ課題は多

いので、優秀賞を受賞された皆さんが全国のトップランナーとなって、変革を続けていただきたいと思います。

文部科学省初等中等教育局　木村直人参事官

毎日の激務の中でこのような取組をされて大変だったと思いますが、「大変」とは、大きく変わると書きます。活動に取り組

まれた先生ご自身が、まず、大きく変わられたと思います。今回、校長先生が大賞を受賞しましたが、まさに変わり続ける

学校現場のリーダーとして、全国の現場の校長が、主体的、対話的、深い学びとして取り入れていただき、ぜひ、学びの

リーダーになっていただきたいと思います。

大阪市立大空小学校   元校長 木村 泰子氏

校長研修の成果を還元した大賞の活動は、トップダウンのように見えますが、実はボトムアップで、中央研修を校内研修

にしっかりと結びつけています。子供の主体性を高めるために授業改善をどうしたらいいのか。その前提は何か（what）。

それを「どのように（how）」分析していくか。WhatとHowの結びつきが大切であるということを今回の活動発表を通し

て、私自身、再認識することができました。

玉川大学   森山 賢一教授

学校現場にどんな問題があるのか、その解決のプロセス、取組内容と期待される効果まで、非常にわかりやすく説明して

いただきました。わずか5分のプレゼンテーションでしたが、連続して50分、まるで一つの授業を聞いているかのようで、

とても興味深く拝聴しました。学校現場で日々取り組んでいること、研修、そして今回のような情報共有も、最後は「子ど

もたちの学びを高めていく、充実させる」というところにつながっているのだと思いました。

独立行政法人教職員支援機   大杉 昭英 上席フェロー
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語り合おうよ、
教員のキャリアデザイン。

ＮＩＴＳカフェ「教員のキャリアデザイン」

「ＮＩＴＳカフェ賞」を受賞した山口大学の霜川正幸教授によるワークショップを
受賞者を含む来場者全員で体験しました。

※審査の間、参加型のワークショップを実施

ＮＩＴＳカフェは、教職大学院が中心となって、養成・研修を
担う教職大学院、教育委員会などの専門の教育関係者と、
一般の現職教員、学校、地域、民間企業等が教員のキャリア
デザインをテーマに語り合う参加型のワークショップを支援
するＮＩＴＳの事業です。

採用時から４段階でステージを設定し、それぞれの位置づけ、求められる資質能力や研修のあり方などをグループワークにより熟議し、全体発表で共有しました。求められ
る資質能力とは、学習指導（授業計画・実践・評価・改善）、生徒指導・教育相談（児童生徒理解・教育相談・問題行動対応）、組織運営（学級・学年経営・校務分掌・連携・人
材育成）、教育課題や様々な教育活動などです。４段階のステージは下記の通りです。

①初任期（採用段階） → ②経験5年目頃（中堅前＝自立・向上期） → ③経験10～15 年目頃（中堅＝充実期） → ④経験20 年目以上（経験＝発展期）

講師の山口大学霜川正幸教授

10～15年目を過ごす30代は、立派なミドル
リーダー。「トラブル対応は任せて」「自分の授
業を見に来て」と言えるように！

5年目には、単元を見通した授業計画と柔軟な
対応力が求められるのでは？…

10～15年目は、最前線に立って
「校務のリーダーはまかせて！」
「主任をしてみよう」という時期では？

初任期は、教員モデルのザッピングを
して、良い授業をたくさん見ることが
大事ですよね。

20年以上経験したら、客観的、俯瞰的に学校を
見る力が必要だと思います
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ＮＩＴＳ大賞   大賞・優秀賞の活動紹介
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大 賞
研修成果活用部門

【活動名】

［ 解決すべき課題 ］

福井県立丹生高等学校  校長 山口明彦

研修成果の還元の工夫 ～動画教材をYouTubeで配信～

研修成果の報告は紙媒体で、還元の効率や効果が低かった。

必要に応じて研修成果をすぐ引き出し、活用できるような工夫が課題である。

10～15分程度の一方的かつ大量の情報伝達では、伝達率が高まらない。

中央研修の場合、網羅的かつ概略的な報告とならざるを得ない。

被報告者が主体的かつ個別的に選択し、成果を吸収する形態に転換が必要。

校長研修は、他のスクールリーダーや若手教諭にも十分活用できる内容も多く、

校長会だけではなく、校内研修などで活用する工夫が必要。

（１）

（２）

（３）

［ 活動の目的と内容 ］

［ 活動の成果 ］

研修内容をデジタル教材化し、以下を目的に、動画配信することを試みた。

（１） いつでも、どこでも、どんな端末でも、研修還元内容を視聴することかできる。

（２） 研修報告会１回だけでなく、今後の研修や、各校での校内研修で活用できる。

（３） 必要に応じて、デジタル教材を再編集して、独自の研修教材を再構成できる。

研修終了時に、教員支援機構に本活動について快諾を得たので、取り組みを進めた。

（１） 研修内容の中から、ぜひ還元したい項目を１０項目に絞り込んだ。

（２） 還元内容をパワーポイントスライドに編集し、そのスライドにナレーションを入れ、動画ファイルに出力した。

（３） 動画をＹｏｕＴｕｂｅに「限定公開」形式でアップロードした。

動画教材を作成する際、留意した点は以下の３点である。

① 視聴時間を８分から１５分程度のコンパクトなものにした。　

② 研修内容が誤って伝わらないよう、研修資料や講義内容にもとづいた内容になるよう注意した。

③ アニメーションなどにも工夫して、理解しやすいように工夫した。

研修成果の伝達は、現時点で３回行った。

（１） 福井県の県立校長会の研修会で、成果報告として、内容の概要とともに、動画のアドレスやＱＲコードを伝達した。

（２） 一緒に研修に参加した、ユニットメンバー（17名）に、動画のアドレスを伝達した。

（３） 勤務校の職員会議や企画運営会議で、動画の一部を活用し、校内研修を行った。

福井県では教員研修の一部をネット研修（通信型研修）で実施している。その研修教材として活用することも検討中である（平成29年11月現在）。

※平成30年２月から教材の一部が福井県の管理職対象の研修教材として配信されました。

（１） 伝達内容を精選する過程で、内容の核となる部分を自分の中で明確化することができ、研修内容をより深く理解することができた。

（２） 伝達を受けた複数校の校長や、他県の校長から意見や感想が届き、意見交換や情報共有ができた。

　　 「現在、学校ビジョン作成に着手したところだったので、『学校ビジョンを作成する』が大変勉強になりました。校内でも共有します。」

（３） 校内研修等で利用したいとの申し出があり、パワーポイントのスライドデータを送付。（県内６件、中央研修参加者３件／12/1現在）

　　 「さっそく、校内研修会で『深い学び』のスライドと動画を活用させていただきました。若手教員からの反応が良かったです。」

（４） 校内の若手教員などから、大変勉強になった、教育改革の流れを俯瞰することができた等の感想を得た。　

　　 「いままで“深い学び”が腑に落ちなかったのですが、これから勉強するきっかけをいただいたような気がします。がんばります。」

作成した教材のコンテンツ「校内研修のヒント集」の内容と視聴時間は、以下の通り。

教育改革の流れを理解する（9分） 
https://youtu.be/volKC5ZlC2k

教員の働き方改革について（8分）
https://youtu.be/1vHUNsqTsDU

人生１００年時代構想会議（4分）
https://youtu.be/d-bDy1r_R6Y

その１

その2

その3

学校ビジョンを作成する（12分）
https://youtu.be/S44JVKHuj6M

学校組織の特性と発達支援（15分）
https://youtu.be/zxaiMiy-sog

カリキュラムマネジメント（13分）
https://youtu.be/ItqJhmbMYR8

その4

その5

その6

求められる校長像とその力量（9分）　
https://youtu.be/xJ46lozyCY4

「深い学び」とは何なのか（11分）　
https://youtu.be/0_aZmgaZgjI

高校学校における道徳（10分）　
https://youtu.be/Mxhjt0hb9m4｠

その7

その8

その10
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【評価ポイント】  研修を受講した教職員にとって、個人の学びに留めずに、学校現場や組織にいかに還元していくかが課題です。本活動
では、校長研修の紙の資料を動画に加工してYouTubeで配信しました。手法の新規性や、いつでもだれでも見られるという簡便さはもち
ろんですが、校長のみならず、若手や中堅教員それぞれの立場に合わせた内容に再編集することにより、校内研修での活用や福井県の
教育センターによる県内共有へと広げていったことが高く評価されました。
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優秀賞
【評価ポイント】  

手法が斬新で、効果性が特に高い。

研修成果活用部門

【活動名】

鹿児島県南九州市立松ヶ浦小学校  教諭 内野 裕太

「折れないしなやかな心」の育て方
～学級活動（2）を中心としたレジリエンスを高める実践を通して～

近年は、少子高齢化、情報化、国際化などにより、社会環境や生活環境が急激に変化してきている。そのため、児童生徒の健康課題も多様化・深刻化

の傾向にある。中でも、心に不安やストレス、人間関係の悩みなどを抱えている児童生徒が多いことが大きな問題だと捉えた。そこで、小学校段階から

レジリエンスを高める必要があると考え、複式３・４学年において学級活動⑵を中心に以下を実施した。

〇 体育科保健領域「心の健康」の保健学習以外での、学級活動⑵を中心とした「心の健康」教育の実施

〇 小学校中学年段階からのメンタルヘルスに関する指導の実施

研修の際には、第５学年の指導案を作成した。今回は，それを活用しながら複式３・４学年において、希望や目標をもって生きる態度の育成をはかるた

めに「よりよい自分へステップ」という題材で学級活動⑵を実施した。また、より継続的な指導になるように事前と事後には，「スキルタイム」で関連し

たソーシャルスキルトレーニングを20分間ずつ取り入れた。

ストレス対処法を学んだことで、「イライラコントロールカード」には、「場所を変えてイライラをコントロールすることができました。」と書いている

児童もいた。

事後アンケートの「自分が決めたことを信じて行動していますか」という質問に対して、「あてはまる　だいたいあてはまる」と答えた児童が１学期は

64％だったにもかかわらず、この活動の後では93％まで高まっている。つまり、折れないしなやかな心が育ってきているのだと考える。 

レジリエンスとは、どんな困難な状況においても，しなやかに適応し，生き延びる力のことです。

［ 活動の目的と内容 ］

［ 活動の成果 ］

（１）

（２）

日　時

10月18日
スキルタイム

11月1日
５校時

11月1日
帰りの会

11月2日
～11月9日

12月6日
スキルタイム

10月26日 
朝活動時間

活　動　内　容

リフレーミング（自己認知スキルを高める活動：「短所も見方を変えるだけでりっぱな長所に」を実感、柔軟な思考力を身に付ける。）

よりよい自分へステップアップ（ストレスと上手に付き合う方法を知り、自分に合った対処法を見付け、意思決定する）

アンケートによる実態把握を行う。

「わたしはメッセージ」の練習を行う。

「イライラ」コントロールカードを一週間実施し，毎日帰りの会の時間で自己評価を行う。最終日に，感想を書き全体で発表。

①短所→長所を全体練習 ②活動の流れの説明 ③グループでリフレーミング ④全体で発表

事　

前

本　

時

事　

後

アサーション（ストレス対処スキルを高める活動：自分も相手も大切にした自己表現を身に付ける）

①三つの表現方法を知る ②考えを発表しタイプを分ける ③さわやかな表現を全体で考える ④振り返り

アンケート結果 自分の考え⇒グループ⇒全体⇒養護教諭による指導 考えを書き発表する 意思決定

つかむ さぐる 見付ける 決める
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優秀賞
【評価ポイント】  プロジェクトという
柔軟な組織を活用し、業務改善の
成果を上げたこと。

多忙化改善部門

【活動名】

学校法人石川キンダー学園 城山みどり幼稚園

「プロジェクト制度」で実現したワークシェアリング

教諭は日中の保育（授業）とは別に、行事や事務仕事を多く抱えています。

しかし、それらの仕事は季節変動があり、行事担当の教諭に仕事が偏りがちになります。

・ 行事等が近づくと退勤時刻が遅くなりがちでした。

・ 職場内にダラダラと遅い時刻まで仕事をする気風がありました。　

・ 教職員間で各々が、今どのような仕事を抱えているのかを把握し合えてない状態で仕事をしていました。

プロジェクトリーダー（２年目～学年主任以外）が中心となってプロジェクトを進めます。

リーダーは各プロジェクトの記録ノートを見ながら、「１年単位での予算分け」や「今年度の方針・目標」を具体的に決める事からスタート。

リーダーとして職員室全体を動かす経験が、後に学年主任になった時に活きている、と職員たちは評価しています。

［ 目的や背景 ］

［ 活動の目的と内容 ］

［ 活動の成果 ］

教職員を「４つのプロジェクト」に分けました。
① SP成長計画プロジェクト（行事・カリキュラム担当）

② MP未就園児プロジェクト（園児募集）

③ NP仲間づくりプロジェクト（採用、実習生対応）

④ EP園風プロジェクト（社風管理、おもてなし）

１.

翌週の放課後業務スケジュールを決める「スケジュール担当」を１名決めました。
　毎学期交代。放課後の時間管理にはキッチンタイマーを使います。

年間を通し、「毎週木曜日に１時間」、担当のプロジェクトの仕事に専念できる時間を作りました。
　企画構成や買い出し等は、この時間に行います。

繁忙期に該当するプロジェクトは、スケジュール担当者に依頼し、皆で「助ける時間」を特別に組みます。
　助けてもらうプロジェクトは、皆が効率よく仕事を進められるよう、行程表を作成しておきます。

行事等の記録は、次年度担当が一目でわかるよう「たすき書」に残し、Ｗｅｂクラウドに保存しておくことを統一しました。　
　行事では企画が最も時間を要するので、行事終了後の気持ちが冷めないうちに、反省会で次年度にそのまま企画書として使える

　ToDoリストを「たすき書」（報告書）に書き足します。行事の質も向上し、企画を組む時間も大幅短縮できました。

2.

3.

4.

5.

全職員が安定的に午後５時１５分退勤できるようになり、有給消化率も１００％に。

浸透するまでは、定時退勤した日に職員室の壁のカレンダーにシールを添付（「2017年いたばしgood balance会社賞」受賞）。

プロジェクトにおいて、各々が専門分野を持つことにより、若手の教職員でも自信を持って発言できる園風に。

皆の時間を貰うことで、教職員の中に時間意識が芽生え、事前準備をする習慣ができました。

予算を持つことで、教職員の中にコスト意識が芽生え、園舎の温室効果ガス排出量も削減（クールネット東京へ提出）。

退勤時間が安定し、採用に関しても人気が出るようになりました。

職員が妊娠した時なども、保育のように体を動かさなくても主体的に働ける職場環境に（各プロジェクトの事務作業など）。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

バランスを整え、チームとして効率よく放課後業務をこなし、教職員が日中の保育に集中できる環境を整える工夫をしました

「新人の頃から、全体に仕事を振り分ける仕事の進め方をしているので、主任になって違和感なく後輩育成ができた」

「普段から助け合うのが当たり前になっているので、行事などで全体を引っ張る仕事をしても孤独を感じなくなった」など

＜職員の声＞

「多忙改善」の本質は、時短ノウハウではなく、「仕事に対する見通し」と「同僚を思いやる気持ち」にあるように感じます。

＜ 結　論 ＞

・ 平成２２年当時の学年主任たちがネーミング。

・ どのプロジェクトに所属するかは園長が決めます。

・ 他学年教諭とのコミュニケーションを図るためにも、
   出来る限り同じ学年の教諭が一緒にならないように配置しました。
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優秀賞
【評価ポイント】  時間の長短による
「多忙」ではなく、「多忙感」のある
業務を改善するという課題設定
が秀逸。

多忙化改善部門

【活動名】

静岡県立中央特別支援学校

「多忙感」から「充実感」のある職場へ
～子どもたちと向き合う時間を確保するための業務改善を通して～

平成28年度に静岡県教育委員会から、｢『チーム学校』多忙化解消推進事業｣の研究指定を受け、研究を開始。多忙の状況について教頭からの聞き取

りや施錠記録で調べるとともに、27年度末学校評価の自由記述から、業務従事時間の長短よりも、様々な会議や書類の作成など「直接児童生徒と関

係がない」と感じる業務の多さに職員が｢多忙感｣を覚えていることが明らかとなり、｢多忙｣よりも｢多忙感｣の軽減が重要と考えた。そこで、職員がや

りがいを感じている｢児童生徒と向き合う時間｣を確保することが、「多忙感」を｢充実感｣に変え、「自ら業務を改善していこうとする意識」を高めると

考え、各学部・分掌と連携して｢なぜその業務が必要なのか｣「どこが改善できるか」を考えるための支援を行うこととした。

［ 目的や背景 ］

［ 活動の内容 ］

［ 活動の成果 ］

「質問紙調査から得られた様々なデータを分析して課題（教師たち自身が｢どうしたらいいか｣を考えるための材料）を
洗い出し、それを学部・分掌等に提示し、『職員が自ら改善策を考え実行に移す枠組み』づくりを行う」

基本姿勢

多忙感・負担感を感じる業務､感じない業務を自由記述。カテゴリー別に分析し、結果を公開した。 
課題となった「会議･書類作成」について、多忙感・負担感を感じる理由、各分掌が主催する「研修」の必要・不要、
必要でないと思う理由を調べ、人数や記述内容を公開した。 
検証の基礎データとして、北出・加藤（2012）が作成した職務ストレッサー尺度の多忙に関係した11項目に
本校の課題である｢会議｣・「書類｣の2項目を加えた13項目を4件法で、１週間の項目別業務従事時間を記述で調べ、
それらの相関や一要因分散分析と多重比較による学部間の差の検討を行って、その結果を公開した。 

（１） 職員の多忙感の現状把握（28年度） ：質問紙調査を3回実施 

（３） 職員の勤務状況及び多忙感に関わる意識の変化の検証（29年度）

（２） 業務改善の実施と進行管理(28～29年度) ：調査等をもとに「多忙感」の真の原因を探り、基本計画を作成して実施 

第1回（6月）
第2回（10月）

第3回（12月）

会
議
・
研
修

書
類
作
成

業
務
量
・
時
間
の

見
え
る
化 

勤務状況の指標として、27～29年度の４月～11月の最終施錠時間の中央値について年度間の有意差を調べ、公開した。 

もう一つの指標として、残留申請記録から、目標に掲げた｢週３日以上20時前｣に退勤している職員数を把握し、公開した。 

28年度と29年度のストレッサー得点や項目別業務従事時間について、統計処理ソフトウェアで有意差を調べ、公開した。 

生徒との時間を増やすため、週1回の職員全体朝会を手始めに、会議での口頭連絡を減らし、内容を絞った。

定時退勤日の定着を図るため、28年度は業務を残さず退勤できるように、会議がある定時退勤日の退勤時間を18時から19時に
変更して事務処理等の時間を確保。29年度は毎週の定時退勤日は会議を入れないこととした。 

年度初め、年度末に事務作業が集中し残業が増える現状を教務課に示し軽減策を検討してもらう。29年度は事務作業や個別の
指導計画を検討するため全校短縮日課を設定。その効果を教務課が調べ、さらに改善を検討。 

最も負担感が多かった「個別の指導計画の書式作成」を自立活動課･教務課と協働して見直した。新書式は、29年度の引継ぎ資料
として3学期中に作成。29年度はケース会議資料としての活用状況を自立活動課で把握した。 

分掌業務の偏りを軽減するために28年度に各分掌に業務の棚卸しをしてもらい、その結果をもとに分掌間で調整を行い、業務の
委譲や縮小等を行った。29年度はそれをもとに計画を作成し、実行した。 

「職員が業務の内容･量を可視化できる」「学部主事等が職員個々の仕事の様子を把握できる」を目指し、19時以降になる際は
記録簿に業務内容・終了予定時間を、退勤時に時刻を記入する「残留申請」の仕組みを作った。 

各分掌に行っている研修の意義の再確認をしてもらい、29年度に研修全体の精選を行った。 

　29年度は最終施錠時間が早くなり、「週３日以上20時前」の職員が95％に。「会議」時間も減り、「教材研究・授業準備」の時間は｢1週間当たり1時間

以上増やす｣という目標を達成。学校評価の自由記述にも「時間の使い方の意識が変わった」「生徒の指導時間を確保することができた」「教材教具や課

題の見直し時間に活用できた」等、「多忙感」が軽減しつつある。

［参考文献：北出浩司・加藤哲文:特別支援学校教師の職務ストレッサーがバーンアウト傾向に及ぼす影響,上越教育大学心理教育相談研究,Vol11, 2012］
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ロジックツリーを使った、真因の洗い出し

職員の勤務状況はどうか？ そのような勤務状況になる具体的な原因は何か？

前年度の学校評価自由記述､聞き取り､質問紙調査から、｢児童生徒に向き合う時間の少なさ｣という問題を把握

｢多忙化解消｣では「勤務時間の削減」を目標とすることが多いが、我々は、｢多忙化｣がもたらす真の問題は

の流れで立案した計画をもとに実践

と捉え、業務改善によってその軽減を図ることを目標とした。 

「時間の長さ」ではなく、｢何のためにやっているのか分からない｣
｢やってもやっても終わらない｣という『多忙感』による職員の疲弊」にある

しかし、担当が中心となって業務改善を行う従来のやり方では、職員が「やらされている」と感じて「多忙感」を助長すると考え、職員自身が「当事者として行動

しなければならない枠組み」づくりを実践の中心に据えた。具体的には、職員が「仕事の意義ややり方を問い直す」ことで自発的な改善を促し、改善内容や変

化の状況を公開して「見える化」することで、職員自身が「改善の実感」を得られるようにした。 「問い直し」や「見える化」の基礎となる情報は、統計的手法を

使った分析･検証を行って、職員が納得して行動できるための信頼性を担保した。その結果、｢早く帰ろう」という言葉を全く使わなかったにもかかわらず、｢成果

｣にあげた様々な改善が見られたことは、「表面的な事象ではなくその裏にある真因に迫ること」と「意識を変えるためには行動を変えること」を重視した我々の

取り組みが効果的であったことを示していると考える。 

［参考文献：稲垣公夫・松尾陽子（シナリオ製作）・朝戸ころも（作画） マンガでわかる!トヨタ式資料作成術,宝島社,2016］

背景 現状把握 目標設定 真因分析

真因分析

現状把握

計画設定 検証の視点→ → → → →

事務作業が多い

作成する書類が多岐にわたる

数が多い

説明が長い

開始時間が遅い

一から作り直す

保存場所が分からない

時期が集中している

重複した内容が多い

各分掌が設定している

目指す所がはっきりしない

必要を感じられない調査が多い

手戻りが多い

種類が多すぎる

発表会の準備

作成に時間がかかる

時間が長い 整理されていない

自分の手元に持っている会議の必要性を感じない

子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
が
な
い
理
由

会議で時間をとられる 情報が共有されていない

研修多い
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優秀賞
多忙化改善部門

【活動名】

群馬県榛東村立榛東中学校

多忙化改善作業時間4時間短縮
マークシートと採点ソフトを活用したミニテストの実施による

教材研究時間の確保

【評価ポイント】  業務改善と教育成
果の向上という両立が難しいもの
を両立させた好事例であり、これこ
そがマネジメントの基本である。

授業を頑張ろうと思っている人ほど、生徒の実態をしっかりと把握しようと単元テストやミニテストを多く行います。頑張れば頑張るほど採点や集計に

時間がかかり、多忙化してしまいます。このマークシートを活用すれば、採点・分析が大幅に短縮され、多忙化が改善し、本来力を入れたい教材研究の時

間を確保できます。また、集計結果を活かすことで、生徒と教師の双方向の授業を可能にし、自分の授業力も向上にもつながります。生徒のために頑張

ろうとしている先生にぜひお勧めしたいです。

［ 解決すべき課題 ］

［ 活動の内容 ］

［ 活動の成果 ］

日々進んでいく授業の中で、生徒のつまずきを早期に発見しよう
とミニテストや単元テストを行っているが、その採点や分析には
膨大な時間がかかってしまう。

テスト勉強では、生徒にプリントや宿題をたくさん出して力をつ
けようとしても、ただ生徒は丸付けをするだけで間違えたところ
をきちんと直そうとせず終わっていた。

マークシートと採点ソフトを使うことによって、大幅に短縮し、自分
の授業の教材研究や生徒の学習支援計画を考える時間を生み出す
ことに成功し、生徒にとってよりわかりやすい授業を展開すること
が出来た

生徒の学習にマークシートを活用したプレテストを活用し、その採
点結果を生徒にレベルアップカードとして返すことで、自分がどこ
を間違えたのか、まだ身についていないところがどこなのかを分か
るようになった。PDCAサイクルを活用した学習の定着により、生
徒は何をすればいいのかがはっきりし、意欲の向上が見られた

活動1

活動2 生徒にはプレテスト終了後、解答用紙

とレベルアップカードを配布。レベル

アップカードで身についていないとこ

ろがわかり、改善のための学習計画

が立てられる。

どこを間違えたかが一目で分かる
レベルアップカードを作成

定期テスト前にマークシートを
用いたプレテストを実施

小単元ごとに授業の導入場面5分で、
マークシートのミニテストを実施する

授業後、教師は職員室に戻って
ミニテストのマークシートの採点と分析を行う

個人到達度診断表
（だれが何点か）

問題の正解数表
（どの問題を何人間違えているか）

その場で解答用紙（マークシート）は回収し、生徒は問題用紙に書いた解答で答え合わせを全体で行い、
間違えたところを確認する

教師は生徒の分析を行い、次の授業の対策を考える。

合同会社PCソリュージョン・ヨシダの
マークシート採点ソフト『マーくん』を活用して採点。
採点データは、Excelで作った自作の集計ソフトを使用
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採点には、マーくん
というソフトを使います。

採点結果はExcelの
データとして保存
されます。

⑤ 生徒には、採点結果が
画像として保存されます。

⑥

そのデータから
自作のExcelソフトを使って
・個人到達度診断表
・問題の正解数表を作成します。

テストは、一太郎や
ワードで作ります。

①

個人の到達度診断表の例⑦ 問題の正解数表の例⑧

レベルアップカードの例⑨

ミニテストの例② 生徒のマークシートの
回答用紙です。

③ 生徒一人一人番号で
管理できます。

④
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水泳事故対応実地訓練 転落事故対応 食物アレルギー対応 不審者対応

優秀賞
校内研修部門

【活動名】

京都市立養徳小学校

緊急時対応安全実地研修
～「気づき，考え，判断し，行動できる子の育成」をめざした安全教育～

【評価ポイント】  課題性が特に高い
点，そして，その課題に的確に対
応している。

教職員の環境整備や児童への接し方等の日々の危機管理意識が高まった。

訓練を重ねてきたことで，実際に救急車を要請する事案が起きた時に，迅速且つ適切な対処ができた。　

子どもたちが伸び伸びと成長できる安心・安全な環境が少しずつ構築できてきた。また，安全に対する「気づき」の目が養われ，

訓練後の研修会での発言量や校内での危険箇所の発見率の増加につながっている。

研修や訓練を積み重ねる中で，トランシーバーでの伝達方法の工夫や、緊急時の他学年児童・訪問者を含めた，より多くの人の命を守るための適切

な対応方法等，次々と新しいアイディアが生まれてきた。全市や他府県にもこれらの内容を発信し，他では類を見ない訓練であると評価や，「トラン
シーバーを基に事故等の状況を白板に時系列で書いたものをカメラで撮り，画像として救急隊員に渡すこと」等の新しい視点で指摘をいただき，次
の課題を見つけ，教職員の士気が高まった。

［ 活動の成果 ］

平成24年にプールでの事故が起きる。学校として絶対に起こしてはならない重大な事故を起こした。学校は大切な子どもを預かる中で，「登下校中に

事故に巻き込まれたり，わずかな気のゆるみからケガにつながったりする」「校内で不慮の事故に遭遇する」「学校に不審者が侵入してくる。」「地震や

火災などの災害に遭う」等，安全に関わる出来事が現実として起こっている。学校が負っている責任の重さをしっかりと受けとめ，学校としての課題

「子どもの命を守りきる」ということを確実に実現するために，日々の安全・危機管理に向けた環境整備や教職員の意識の向上を図り，年間を通して

行う研修・訓練によって徹底する必要がある。

観察者と訓練者が交代で訓練を行った後，それぞれの役割や動きについて改善すべき点，気づいたこと等を出し合い、次に生かすとともに、何が
できるようになり，何が不足しているのかを常に実際の体験を通して考えてきた。本校だけではなく，中学校ブロックや他校，地域の方々からの
意見も反映させ，更に取組を充実・進化できるように努めている。

［ 活動の内容 ］

○

○

○

○

④

緊急時対応マニュアルを使いながら，緊急事故対応実地訓練を年度初めや適切な時期に実施。「想定外を想定内に」を合言葉に，自分たちにな
かったスキルの習得を目指す。毎回設定を変更するだけではなく，突発的な状況を組み込んで様々な対応を考えられるよう工夫。警察署や消防署
も訓練に参加し，専門的な知識や適切な動き・対応等のアドバイスをいただいている。

③

安全研修で，緊急時にはそれぞれどのような役割があるか，グルー
プ別にシミュレーションをしながら，場面や状況に応じた適切な対
応や行動について協議し，共通理解を図った。

①

『養徳スタンダード』としてカリキュラム・マニュアル部会を設置。
安全教育カリキュラム（６年間で系統的に学ぶ）と緊急時対応マ
ニュアル（教職員の共通理解資料）を本校独自に作成。教職員が入
れ替わっても活用できるよう、定期的に検証しながら，より実用性
の高いものに改善してきた。

②
マニュアル作りに生かす
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優秀賞
校内研修部門

【活動名】

横浜市立緑園東小学校

シャドーイングの要素を入れた協働での
指導案作成をきっかけとした「教師」の成長支援

【評価ポイント】  教師の協働による
指導案作りを通じた、校内での人
材育成、授業力向上に資する取組
であり、他校の参考となる。

 　本校の経験の浅い教師は、児童の実態と課題の把握に困難を抱えている。加えて、本校の指導方針「児童が主導する学習形態」に対する意義の理

解やその形態に即した授業を設計することが難しいという困難もある（新たに着任した教師も該当）。

　教師主導の学習ではなく、児童自らが課題の解決のために「テキストの収集から学習の練り上げ・発信までを行う」児童主導の課題解決型の形態

を多くの教科で採っており、特に練り上げの部分では児童が司会をしながらクラスの意見をまとめている。この授業を行うためには、従来の教師主導

の授業観からの転換や子ども同士で学習を進める時の発言内容やまとめに向かう展開と思考の流れを予測した授業設計の力が必要となる。もっと

も、これには目の前にいる児童の実態と課題の把握が不可欠である。これらの課題解決のために対策が望まれるが、多忙である学校の現状を考える

と、新たに導入することは難しい。

　本取組は、今ある学校の組織・取組・人材等の「資源」を生かしながら、それを改良することで教職員の力を伸ばし、上記の課題を改善していこうと

するものである。特に、「組織・取組」においては、教師の指導力向上の研究と修養の機会として身近なものが校内重点研究会であることを考え、「重点

研」を基にした実践を行った。また、「人材」としては、本校の研究を熟知し、取組を推進している教師の知見を他の教師に波及させる方法を考えた。

相手の案を「聞く+書く」ことで、聞くだけの受身的な「なんとなくわかった気になっている」の状態から、相手の思考の流れを追うこと
ができ、「わからない部分に気づき・自分が実施するにはどうするか」というように、相手と自分を重ねて実際の授業をイメージする主
体的学びになっていた。 また、分からないことは安心してすぐに相手に聞けるので、学びが深まる。さらに、児童の実態とリンクした
学習展開の具体を体感できたことと、児童主導の学習展開の方法を自ら考えて実践したことで、子ども達の成長を実感でき、児童主
導の学習の良さが理解できたこと。

「授業研」における本時指導案を、同学年の教師が協働で作成する活動を実施した。ここでいう「協働」とは、一人が作成した案を他の教師が「検討」
して作り上げるものではなく、協働者の意見を交えながら0から指導案を作り上げる活動を指す。なお、本校は全学年2クラス編成（個別級を除く）の
ため、協働は2人で行った。また、作られた本時案をもとに2人の教師がそれぞれ授業発表を行った。
※単元全体の概要を 確認した後、下記の流れで実施。 実施学年は1～5年生・個別級 なお、協働の様子を観察したのは、4・5年生・個別級・1年生の一部である。

［ 活動の成果 ］

①教師同士による協働での指導案作成

研究授業が終わった後に、今回の授業発表に向けた一連の取組の中で「協働での指導案作成」が教師や子どもにどのような影響を与えたかをインタ
ビューし、活動をふりかえった。そしてその内容を職員で共有した。これは、他の教師の成長を聞くことで、各々の教師にこれからの自分の課題に気付
いたり、成長を刺激する効果があるとともに、それが学校全体の成長につながるためである。共有した内容項目は、「今回の授業発表での子どもの様
子」「協働での指導案作成が実 際の授業に与えた影響」「協働した相手の教師に対して配慮したこと」「協働した相手の教師から学んだこと」「今後の
子どもの目標」である。

②協働作成した「ふりかえり」を職員全体で共有

［ 活動の内容 ］

書く役の教師 :

相手とのやりとりをすることで新しい案が思いついた。相手がつまずくポイントを理解しそれを克服する方法を考えることが、逆に自
分の指導の深化につながっていた。また授業展開を声に出して語り、若手からの反応を得ることで、授業を設計すると同時に自分の
ふりかえりの効果もあった。

話す役の教師 :

授業での活動の意図を共有しながら作り進めることができたので、互いに改善点を頻繁に交換し、授業改善を通した学年づくりができた。両方の教師  :
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① 課題と実施目的の共有・実施方法と全体計画の提示・授業改善PDCAの提示

② チームビルディング：４～5名の小チームを作り、チーム別に課題を設定、共有し、行動と相互作用を通して継続的に学習

③ 期間を設定し、各チームで下記を繰り返し実践

④ 期間内に定期的（各考査期間ごとに年5回）に学校課題の共通研修と新たな授業スキル向上の校内研修を実施

⑤ 新しく身に付けたスキルを実践、授業改善に活用（公開授業の実施に活用）

⑥ 学校全体で実践の共有とリフレクション（実践知識の交換と共有を促進し、新たな視点や知識を生み出す【エンパワーメント】協働体制構築）

・ 様々な教科の教員でチーム構成（教科や学年をこえた連携）･･･必ずベテラン教員（メンター的役割）と若手教員を配置

・ チーム別課題例･･･ICT機器活用による協働型授業、情報機器活用によるAL型授業、生徒の現状に適したAL型授業実践　など

・ 頭で理解したこと、身につけた知識を実際に行動【アクション】に移す（実際の【アクション】なくして教員の学びは深まらない）

・ 学校課題についての共通研修内容例（SWOT分析による学校課題の整理、KJ法による生徒の現状に合わせた授業改善のポイント、
　次期学習指導要領の内容理解　特色ある工業高校の事例研究　など）

・ 授業スキル向上研修内容例（アクティブラーニング・ジグソー法による授業実践事例研究、ICT機器活用能力の向上
　効果的なスライド教材の作成方法、PowerPointスライド作成技術　など）

・ 外部専門家を活用した実践のまとめを実施・ICT教育の専門家（和歌山大学教育学部教授豊田充崇氏）による
   授業実践への講評と新たな課題の抽出
・ 次年度につなげる学校全体のリフレクションの実施
・ 期間内に上記に各チームまたは全体で取り組み、継続的に学習を深め、学校組織力の向上【エンパワーメント】につなげる

【公開授業実践】→【授業実践のリフレクション】→【課題の共有】→【知識・スキルの獲得】→【授業改善】

優秀賞
校内研修部門

【活動名】

和歌山県立田辺工業高等学校

授業改善を通した学校組織力向上を図る
アクションラーニング型校内研修　

～行動【アクション】から学び、チーム学校をエンパワーメントする～

【評価ポイント】  授業改善をとおした学
校の組織力向上を図る校内研修の在
り方について計画的、組織的に取り組
んだものとして、他校のモデルとなる。

主体的・対話的で深い学びの実現を図る授業実践および複雑化する課題に対して、チーム学校としての組織力向上が大きな課題となっている。

そのような状況の中で、実際の行動【アクション】から学ぶ、アクションラーニング型校内研修の実践を通して、以下の３項目を重点課題と考え、

解決に取り組んだ。

①学校全体での公開授業を通した授業改善および新たな授業実践に必要なスキルの向上

　（他教科の授業実践からの学びと目標や情報の共有）

②知識伝達型の校内研修から実践型の校内研修への改善

　（講義形式から実際に行動【アクション】することで学びを深め、スキルを高める研修へ）

③チーム学校の確立と学校組織力向上

　（複雑化する課題に対応するため、校内での新たな協働体制を構築し、チーム学校をエンパワーメント）

教員の学びがもっとも深まると思われる現場で実地に実践すること【アクション】、先輩や有能な同僚教員から直接学ぶことを重点に、「チーム学習と

して実際に行動を起こす」「行動から学ぶ」を繰り返しながら、継続的に授業実践に必要なスキルを高め、学校全体の組織力の向上に取り組んだ。

［ 活動の内容 ］

・ 学習したことを実際に行動【アクション】することにより、教員としての学びが深まり、能力の向上が実感できた。

・ 教科をこえて対話し、協働することで互いが認め合い学校組織内の見えない壁をこえた実践につなげることができた。

・ 時にはオフサイトミーティングを交えて、教科、学年や分掌をこえたフラットな研修により組織の一員としての肯定感を高めた。　

・ 他教科の視点からの授業改善は、教科に対する思い込みや前提に気づき、必要に応じて変化を促すきっかけになった。

・ 新たな授業実践（個々の教科で応用できる、組織として問題解決に取り組むなど）知識やスキルの獲得。

・ チーム活動が、アイディアの交換と共有の促進、新たな知識の創出、学校組織としての新たな授業手法等の蓄積につなげた。

・ 新たな実践スキルを獲得し、ICT機器を活用する授業が増加

  （プロジェクタ固定教室使用教科・時間の増加→板書時間の短縮により主体的に取り組む時間の増加）

［ 活動の成果 ］
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【参考文献】 マイケルJ.マーコード（2004）『実践アクションラーニング入門』（清宮普美代/堀本麻由子訳）ダイヤモンド社、マイケル・フラン（2016）『The Principal』（塩崎勉訳）東洋館出版社
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優秀賞
校内研修部門

【活動名】

愛知県豊川市立国府小学校

小学校教諭と高校教諭による立ち合い授業で
授業力について考える校内研修

【評価ポイント】  高校教諭の授業改善
の方策が少ない中での事例であり、ミ
ドル層の少なさを他校種の人材をうま
く使ってカバーしている工夫がある。

本校も担任を持っている教員だけで考えると、若手教員の割合は50％を超える。下記の資料で繰り返し述べられているのが「実践的指導力」である。

本活動は、立ち合い授業と研究協議会により、実践的指導力の向上に焦点を当てた取り組みである。

→ 授業を構成する要素を明確にし、よい授業をするために必要な要素を検討する中で、実践的指導力の向上を目指す。

「愛知県の教員の状況は、大量退職・大量採用が続いたことで、現在、採用後5年までの教員が約23％、10年までの教員が約44％と、若手教員の割合が

非常に高くなっており、こうしたことから、実践的指導力や学び続ける意識を持った人材育成が大きな課題となっております」（平成29年に愛知県教育

委員会から出された『愛知県の教員育成』より）

［ 活動の内容 ］

１ 小学校教諭による道徳の授業

２ 高等学校教諭による道徳の授業

３ 研究協議会

［ 活動の成果 ］

○ アンケート結果：本研修が授業力について考えるきっかけとなり、今後の実践的指導力の向上を目指すものとなった。

    「Ｑ．本研修で、新たな視点を得たり、新たな考え方に触れたりすることをはできましたか」　→　平均 4.39　※ 5段階評価
    「Ｑ．今後の授業に生かせる点はありましたか」　→　平均 4.51　　　　　　　　　　　　　　　
○ グループ協議では、特別支援教育を担当する教諭が特別支援の視点からの授業を分析した。

     → 校種や役職、経験年数の違いなど、それぞれの立場からの意見が出され、活発な協議となった。
     → 発表の場面では、授業を構成するポイントとして同じ項目を挙げるグループが複数あり、授業で大切にすべき要素の共通点を見出すことができた。
○ 参加職員からは、授業力に関する多数の感想を得ることができた。（資料２）

　本活動は、豊川市立西部中学校と豊川高等学校の教諭と連携した。授業者を小学校教諭
と高等学校教諭が、協議会のコーディネーターや指導・講評を中学校の教諭が務めること
で、小中高の教諭が一体となって研修に取り組めるよう工夫した。

ポイント１ 中学校と高等学校との連携

　本活動は、小学校教諭と高等学校教諭の立ち合い授業という形式で行った。立ち合い授業
のメリットは、同じ子どもたちに違う授業者が連続して授業をすることで、授業力の違いを明
確にできる点である。その際に、条件を2つ設定した。1つは、「教科・領域を同一にする」こと
である。教科・領域を同一にすることで、教授行為に込められた意図の違いが分かりやすくな
るようにした。もう1つは、「飛び込み授業として行う」ということである。お互いに自分の担任
ではないクラスで授業を行うことで、2人の授業者の条件が平等になるように工夫した。

ポイント２ 立ち合い授業による研究授業

　本活動では、豊川市教育委員会作成の授業評価シート（A）と高等学校教諭の作成した授
業評価シート（B）の2種類を活用して２つの授業を参観できるようにした。評価項目の違う
シートを活用することで、授業を多面的・多角的に見ることができるように工夫した。

ポイント３ 2種類の授業評価シート（別添資料１）の活用

　協議会では、ミニホワイトボードをグループに1枚、ペンを全員に1本用意した。全員が書き込
める環境を整えることで、参観者が主体的に参加できる場を設定した。左写真のように意見を
まとめたり、気付いたことをメモしたり、グループごとに工夫して意見を集約できるようにした。

ポイント５ ミニホワイトボードを活用したグループ協議

　参観者を右図のように２つのグループに分けて協議
会を行った。同じ授業を違う評価シートで評価して、評
価の違いを検証できるようにした。協議会では、グルー
プ1とグループ２が2人ずつになるようにグループ分けを
し、評価の違いについて協議できるように工夫した。

ポイント４ 協議会のグループ分けの工夫

グループ１ グループ2

Aシート授業者①

授業者② Aシート

Bシート

Bシート

テーマ：
台湾のために尽くした
3人の日本人

テーマ：
国民性の違いと
他者理解

（１）趣旨説明
（２）グループ協議
（３）発表
（４）指導・講評
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優秀賞
教員のキャリアデザイン部門

【活動名】

岐阜大学教職大学院

教職大学院と教育委員会の協働による
学校管理職養成のシステムとコンテンツの開発

【評価ポイント】  今後、教職大学院
に期待される管理職養成に取り
組んだものであり、全国のモデル
となる。

［ 活動の内容 ］

　現在、日本には学校管理職の養成（登用前のステージにおける学校管理職候補者を対象とする計画的・組織的な育成）のシステムは存在しない。現

実には、勤務校における校長によるパーソナルな登用試験受験の「声掛け」と地区等で開催されるインフォーマルな研修会（登用試験受験指導）に参

加し、そのまま登用試験を受験するという手続きを経る。そこに、計画的・組織的な養成はなく、日本の学校管理職（特に教頭）は学校管理職としての

基礎的なリテラシー能力のないままに、教頭等として異動した赴任校でいきなり学校経営業務を担当することとなる。この点、新たな学校管理職養成

のシステムとコンテンツの形成が求められる。システムを構築するには、以下２点の課題があり、教員研修事業の体系と内容を大きく見直さなければ

ならない。

　学校管理職養成講習に関しては、受講生による一定の力量向上のイメージが確認さ

れた。それは、特に学校経営専門職としての重要な能力である組織経営能力や組織開

発能力の領域において顕著であった。それは、理論知を中心としたものであるが、一定

のリテラシーの向上を意味すると言える。

　教職大学院学校管理職養成コースにおける学校管理職養成実習（教育行政実習、

学校経営実習）に関しては、実習者のレポートや報告からインターン実習を方法とした

一定のコンピテンシーの向上が確認された。

［ 活動の成果 ］

１．新たに教頭及び校長養成のための学校管理職養成研修をどのように事業化するか。

２．県教育委員会派遣研修教員を対象に新たに教職大学院に学校管理職養成のためのコースをどのように設置するか。

岐阜県教育委員会と協議・協働して、日本で初めての学校管理職（教頭）養成のための研修講習を事業化した。

→前年度に学校管理職としての育成指標（資質能力基準）とカリキュラム標準を研究開発し、岐阜地区を対象として講習を試行的に行った。

　さらに、今年度岐阜県全体を対象に実際に学校管理職養成研修講習を実施運営するとともにその成果を検証した。

（1）

第二に今年度、岐阜大学教職大学院に日本で初めての学校管理職養成コースを設置した。

→主に学校管理職のコンピテンシーの育成のために特に編成した新規科目・学校管理職養成実習（教育行政実習、学校経営実習）を実施運営

　するとともに、その成果を省察した。

（2）
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ＮＩＴＳ大賞   応募一覧
エントリーシートの内容をウェブサイトで見ることができる事例もあります。ご参考ください。

「学校経営における戦略的な可視化」づくりの取り組み

教職員の資質・能力及び学校の組織力向上のための
「教員組織所属意識尺度」の活用によるＰＤＣＡサイクルの確立

教科＋特別活動「望ましい生活習慣改善プランを考えよう！」
（小学校第6学年）

「道徳の時間」の単元化
～「ユニット」の設定による学びの深まりと変容の見取り～

中学校における課題を抱える生徒への援助を目指す
教育相談の在り方

第４学年 総合的な学習の時間
～ぼくたち  わたしたち  釜ヶ淵見守り隊～

小規模中学校における授業研究の活性化に関する取組み
～「上中版 仕事の流儀」の作成をとおして～

新しい事務処理方法の定着のためのプロセスとミドルリーダーの育成

ＳＷＯＴ分析による本校の取組事業への改善策の創出と検討

教育課程編成会議 ～授業づくり編～

チーム南小学期プラン ～一体感を求めて～

学力向上に係る深い学びの実現に向けた授業改善

判例等を活用したスクールコンプライアンスの意識向上

授業におけるICTの効果的活用と情報モラル教育の推進
～教員研修をとおして～

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）制度導入に向けての取組

組織的な教育相談体制を生かした不登校対策事業

小さな動きが組織の意識を揺さぶる ～下校指導を通して～

個々の教員に学校組織マネジメントの当事者意識を喚起する
 実践的アプローチ

中堅教諭等資質向上研修（教職12年経験者研修）教育課程コース

子供と教職員を危機から守る学校マネジメント

学校行事マネジメント

教員のキャリア形成に視座した教員研修のあり方

研修成果の還元の工夫 ～動画教材をYouTubeで配信～

新学習指導要領を踏まえた学校グランドデザイン作成

北海道中札内高等養護学校  淺井謙作

茨城県大子町立だいご小学校  清水洋太郎

岡山県笠岡市立今井小学校  河野和美

福井県立丹生高等学校  山口明彦

広島県竹原市立忠海中学校  松本奈緒

新潟県立教育センター  山碕孝幸

東京都杉並区立済美小学校  竹内明子

愛知教育大学附属岡崎小学校  神門大知

鳴門教育大学教職大学院  清水和美

鳴門教育大学教職大学院  福田幸司

鳴門教育大学教職大学院  松井直人

富山県立山町立釜ヶ渕小学校  岩本敏和

兵庫県三田市立上野台中学校  王子明紀

北海道浦臼町立浦臼中学校  本川朋一

大阪教育大学附属池田中学校  田中伸治

福岡県古賀市立花見小学校  久恒雅子

石川県立工業高等学校  安藤欣司

岡山市立御南小学校  指方美香

宮城県大河原町立大河原南小学校  大友慶一郎

宮城県白石市立白石第一小学校  大宮拓也

石川県内灘町立内灘中学校  酒井紀幸

福島県いわき市総合教育センター  菊田啓希

福島県いわき市総合教育センター  岩﨑美和

愛知県立安城特別支援学校  内田令子

活　動　名 エントリー名部門

研
修
成
果
活
用
部
門

「学校ビジョンと戦略」を生かした研究と研修の改善 宇都宮大学教育学部附属小学校  八巻 修
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校内研修と特別授業 福岡県春日市立春日北中学校  山川征治

組織マネジメント概念の共有化 福島県いわき市総合教育センター  坂本義仁

学校安全に関する意識を高めるミニ校内研修の取組 京都府舞鶴市立志楽小学校  畠中成尚

通学班集会，長期休業へ向けての指導の改善 茨城県水戸市立堀原小学校  會澤貴臣

生徒指導における教育相談と規律指導の調和 鳴門教育大学附属中学校  木下臣仁

生徒の進路希望を実現する英語授業実践 宮城県仙台二華高等学校  今野敦子

望ましい学級集団づくりを目指した研修会の企画・運営 宮城県気仙沼教育事務所  須藤雄一郎

主体的・対話的で深い学びの推進～義務教育学校における校内研修から～ 千葉県成田市立下総みどり学園  大德正博

管理職による不祥事への対応 宮城県気仙沼市立松岩中学校  伊藤浩志

資質・能力を育むカリキュラム・マネジメント研修 常葉大学教職大学院   椎野 舞

「折れないしなやかな心」の育て方 鹿児島県南九州市立松ヶ浦小学校   内野裕太

ワークショップ型手法によるカリキュラム・マネジメント 東京都八王子市立高尾山学園  浅見優子

「プロジェクト制度」で実現したワークシェアリング 学校法人石川キンダー学園 城山みどり幼稚園

働きたい職場ナンバーワンをめざして 学校法人西郷学園 西郷幼稚園

毎日19時退勤を指標とした校務合理化の取組 富山大学人間発達科学部附属特別支援学校

ふとくＲ＆Ｂプラン 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校

ケガをしづらい体づくり ～子供の体幹を鍛えよう～ 理学療法士と共に 東京都豊島区立富士見台小学校

キャリア教育の視点から考える教育課程編成
～カリキュラム・マネジメントの側面で～ 常葉大学教職大学院  河村 誠　

算数科における主体的･対話的で深い学びの実現に向けて
～小学校６年｢資料の調べ方｣の実践を通して～

熊本県山鹿市立山鹿小学校   岩木太一郎　

Tachibana Progress Plan
橘高校を進化（深化、真価）させるための計画

福島県立橘高等学校  加藤香洋

いわき市立小中学校における道徳教育の充実を目指した研修の推進  福島県いわき市総合教育センター  
窪木富士美、林 裕一

アランいつのまにか仙北市にドローンがいっぱい計画
～太陽のような笑顔がいっぱいプロジェクト～

秋田県仙北市立西明寺小学校  伊藤昭光

積極的な生徒指導の推進 ～「いじめ等問題行動の未然防止の
ための生徒指導の視点を意識した授業づくり」を通して～

茨城県教育庁学校教育部高校教育課  谷津 勉

活　動　名 エントリー名部門

研
修
成
果
活
用
部
門

多
忙
化
改
善
部
門

アウトソーシングの視点で「外部の教育資源」の活用を通した
多忙化改善の取り組み

大阪市立東粉浜小学校

ICTを活用した働き方改革「業務改善プロジェクト」
～「ペーパレス職員会議」による業務負担の軽減対策について～

京都市立梅津小学校

「多忙感」から「充実感」のある職場へ
～子どもたちと向き合う時間を確保するための業務改善を通して～

静岡県立中央特別支援学校

行事の見直しと書類の削減による多忙化の改善 愛媛県砥部町立砥部幼稚園
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ベターワーク  ベターライフ  ベストスクール　　
～ワークライフバランスを実現できる職場環境の推進～

静岡県立袋井特別支援学校

スクラップ＆スリムによる学校の多忙化改善 大分大学教育学部附属小学校

超勤多忙化対策2017 滋賀県野洲市立中主小学校

 Let’s 業務改善 「チーム布引小」 滋賀県東近江市立布引小学校

学校のお金の流れを変える プロジェクト 長野県中野市立南宮中学校

チーム学校 静岡県立沼津特別支援学校

年間１５０名の企業経営者が見学に訪れる「職員活力朝礼」の実施 学校法人石川キンダー学園 城山幼稚園

かかわり合って考えを深める授業の工夫 新潟県佐渡市立河原田小学校

安全で安心な学校づくりのためのスクールコンプライアンス研修 大阪府立和泉支援学校

スクールコンプライアンスについて自分事と捉え未然防止を図る 茨城県立古河第一高等学校

教員の資質・能力の向上を図る「新たな研修スタイル」の確立 北海道音更町立音更中学校

能登高ＯＪＴの取組 石川県立能登高等学校

情報共有と共通理解から生まれる力 兵庫県立こばと聴覚特別支援学校

ＯＪＴを基盤としたメンター方式による初任者研修 宮崎県都城市立中郷中学校

附属新潟中式「確かな学びを促す３つの重点」を基にした
授業改革のための職員研修 新潟大学教育学部附属新潟中学校

学び続ける子どもの育成を目指して
～「つなぐ」「広げる」校内研修から「日々の授業改善」の取組を通して～ 広島県廿日市市立四季が丘小学校

あなたもできる！！アナフィラキシーショック対応の
教職員シミュレーション研修（緊急対応訓練） 愛知県蟹江町立蟹江小学校

学びあい高め合う校内研修のあり方
～附属学校としての教員育成コミュニティ開発の挑戦～ 富山大学人間発達科学部附属特別支援学校

子どもを取り巻く環境・空間をデザインする学校経営　
～主としてコミュニティ・スクールを活用した教員の多忙化改善実践～ 東京都品川区立大原小学校

多忙化改善作業時間４時間短縮  マークシートと採点ソフトを活用した
ミニテストの実施による教材研究時間の確保 群馬県榛東村立榛東中学校

活　動　名 エントリー名部門

多
忙
化
改
善
部
門

校
内
研
修
部
門

「本校生徒に育成したい資質・能力」の育成を図るための
ＰＤＣＡサイクルによる校内研修 横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校

コンパクトでインパクトのある校内研修の一試み
～全員講師のOJTと，協働での授業作りから～ 宮城県山元町立山下小学校

ＥＳＤからの授業改革～持続可能な対馬を支える人財育成～ 長崎県対馬市立厳原北小学校

接遇 学校法人明学園 日高富士見台幼稚園

メンター方式初任者研修による校内ＯＪＴの活性化 宮崎県小林市立小林小学校

アクティブ・ラーニングの実践を広げる 大阪府東大阪市立花園中学校

学習（指導）強化月間 秋田県立仁賀保高等学校
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小学校・中学校の教職員向け合同研修について 川崎市立長沢中学校

学びの組織活性化プロジェクト 鹿児島県さつま町立盈進小学校

主体的・対話的で深い学びの実現の視点を取り入れた授業改善 滋賀県東近江市立五個荘中学校

生徒への個に応じた支援と生徒の自己理解の促しを目指すための校内研修 宮城県立支援学校岩沼高等学園

学校校務分掌の組織化～部会制でチーム学校をつくる～ 群馬県中之条町立中之条小学校

組織としての学力向上対策 「TEAM DAJO」 鹿児島県姶良市立柁城小学校

シャドーイングの要素を入れた協働での指導案作成をきっかけとした
「教師」の成長支援 横浜市立緑園東小学校

授業改善を通した学校組織力向上を図るアクションラーニング型校内研修　
～行動【アクション】から学び、チーム学校をエンパワーメントする～

和歌山県立田辺工業高等学校

感話（かんわ）（i-message） 秋田県立大曲農業高等学校太田分校

若手教員自主研修「きらきら会」 福井県立嶺南東特別支援学校

未来を拓く教員の資質・能力向上のためのプロジェクト 鹿児島県鹿児島市立伊敷中学校

「学級担任による英語の授業」を創造する校内研修 東京都三鷹市立井口小学校

メンター方式による初任者研修 宮崎県日向市立日向中学校

学校改善のためのカリキュラム・マネジメントの実践 滋賀県彦根市立城北小学校

金竜安全の日 東京都台東区立金竜小学校

教職大学院と教員委員会の連携・協働支援事業 上越教育大学教職大学院

道徳科全面実施を支援する研修プログラムの開発
～県教委・県教育センターとの連携による「かがわ道徳ラボ」～ 香川大学教職大学院

教職大学院と教育委員会の協働による
学校管理職養成のシステムとコンテンツの開発

岐阜大学教職大学院

教員のキャリアデザインの啓発と充実のための支援ネットワークの構築 宮崎大学教職大学院

教職大学院と教育委員会の連携・協働による教職キャリア形成、教職大学院
カリキュラムやミドルリーダー養成に貢献する現職教員研修プログラムの開発

山口大学教職大学院

教職大学院と教育委員会の連携・協働支援事業
「教員のキャリア形成に何が必要なのかー現場からの提言ー」

立命館大学教職大学院

小学校教諭と高校教諭による立ち合い授業で授業力について考える校内研修 愛知県豊川市立国府小学校

「対話的な学び」を通した説明力の育成
広島県廿日市市大野学園
〔廿日市市立大野中学校・廿日市市立大野西小学校〕

初任者研修の抜本的改革
～全職員で支え、全職員が学ぶメンター方式初任者研修～ 宮崎県延岡市立南方小学校

Let's プログラミング！！
～学年・学校に広がっていくプログラミングの輪～ 大阪市立豊新小学校

教師のＯＪＴによる授業力向上をめざして
～初任者研修のメンター方式を利用した校内研修～

宮崎県日南市立吾田小学校

緊急時対応安全実地研修
～「気づき，考え，判断し，行動できる子の育成」をめざした安全教育～

京都市立養徳小学校

活　動　名 エントリー名部門

校
内
研
修
部
門

教
員
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門
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研修成果活用部門

部　門 対　象 実践活動の内容

多忙化改善部門

校内研修部門

先導的プログラム実践部門

当機構が主催する研修の修了者

教職大学院

研修で習得した知識やスキルを活用して、学校をとりまく課題を改善した活動

学校をとりまくステークホルダーの理解を得て、教職員の多忙化を改善した等の活動

学校の課題の解決や教職員の資質能力向上を目指して学校全体で
計画的・組織的に取り組んだ活動

先進的かつ斬新な研修プログラムを実践した活動

学 校
幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、
高等学校、中等教育学校、特別支援学校

※ 3日以内に返信メールが届かない場合は、ご連絡ください。

最近１年間（平成29年12月～平成30年11月）に成果が上がった活動
複数年にわたり現在でも継続している活動も含む

エントリーシート提出期間内に、下記送信先メールアドレス宛に送信してください。
送信先アドレス：award@ml.nits.go.jp

部門横断で選出した優秀賞１０点の中から、大賞を１点選出します。
下記にて、優秀賞の活動発表（プレゼンテーション）、大賞審査・発表、表彰式を行います。
日時：平成31年2月2日（土） 13時30分～
場所：フクラシア丸の内オアゾ（東京都千代田区丸の内1-6-5 丸の内北口ビルディング 15階）
｠

対象となる活動

提 出 書 類

提 出 方 法

表 彰

（ｴﾑｴﾙ）

※参考：第1回ＮＩＴＳ大賞 事例集 http://www.nits.go.jp/education/grand_prize/report/

※参考：第１回NITS大賞 表彰式ダイジェスト映像 http://www.nits.go.jp/education/grand_prize/outline/

・エントリーシート

・連絡先シート

様式１（Ａ３版1枚）を
Word形式とPDF形式で提出

独立行政法人 教職員支援機構 次世代教育推進センター調査企画課広報室
〒101-0047 東京都千代田区内神田１丁目２番１０号 羽衣ビル５階
Mail：award@ml.nits.go.jp　Tel：03-6811-0755・0756

「第２回ＮＩＴＳ大賞」募集要項  http://www.nits.go.jp/education/grand_prize/outline/002.html

エントリーの宛先

お 問 い 合 わせ 先
（ｴﾑｴﾙ）

第1回ＮＩＴＳ大賞
事例集

第１回NITS大賞
表彰式ダイジェスト映像

驚け！！ 他校！

平成30年9月1日（土）　11月10日（土）応募期間

「ＮＩＴＳ大賞」は、独立行政法人教職員支援機構
（ＮＩＴＳ・ニッツ）が、学校をとりまく課題の解決に
向けて実践した取り組みを広く募集し、表彰・公開
することにより、教育の現場に優れた取り組みを
普及していく事業です。

大募集
第２回ニッツ大賞


